
2013年 7 月 1 日 

北海道立消費生活センター 

主な内容 

札幌で地方消費者委員会 
北電料金値上げで意見交換会 
街角で消費者被害防止訴え 
BSE対策見直し方針 
PRキャラクター大募集！ 
入会してないのに請求が 
首下げ型除菌用品の安全性 
７月にカルチャーナイトほか 

NO.807月号 

港の一隅 

夏の日、親子連れが沖合を眺めて

いる。さわやかな風が吹き渡る

が、北国ではこのさわやかな気候

はそう長くは続かない。 

（全道展会員　山下　脩馬） 
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基
調
講
演
で
は
、
消
費
者
委
員
会
委
員

長
で
東
京
大
学
教
授
の
河
上
正
二
氏
か
ら

「
適
切
な
商
品
を
つ
く
る
の
は
当
然
の
こ

と
だ
が
、
消
費
者
は
リ
ス
ク
を
管
理
し
、

知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に

啓
発
・
教
育
が
必
要
」
な
ど
と
の
講
話
が

あ
り
ま
し
た
。
 

　
続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

事
故
情
報
の
早
期
集
約
に
つ
い
て
、
道
立

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
梅
田
裕
幸
商
品
テ

ス
ト
部
長
は
「
重
大
事
故
と
判
断
し
た
件

に
つ
い
て
は
、
た
だ
ち
に
消
費
者
庁
へ
報

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
広
報
紙
に

も
掲
載
す
る
な
ど
し
て
、
周
知
を
図
っ
て

い
る
」
と
し
ま
し
た
。
消
費
者
庁
消
費
者

安
全
課
長
の
宗
林
さ
お
り
氏
は
「
関
係
省

庁
の
ほ
か
、
学
校
や
医
療
機
関
か
ら
も
情

　
北
海
道
電
力
が
国
に
料
金
の
値
上
げ

を
申
請
し
た
こ
と
を
受
け
、
経
済
産
業

省
は
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
消
費

者
庁
も
「
消
費
者
目
線
で
」
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
作
成
し
よ
う
と
６
月
３
日
、

札
幌
市
内
で
「
北
海
道
電
力
の
電
気
料

金
値
上
げ
申
請
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。
 

　
意
見
交
換
会
に
は
（
一
社
）
北
海
道

消
費
者
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
消
費
者

団
体
の
代
表
者
ら
１６
人
が
順
次
意
見
を

述
べ
ま
し
た
。
 

　
北
電
側
は
経
営
の
合
理
化
を
図
っ
た

上
で
の
電
気
料
金
値
上
げ
と
し
て
い
ま

す
が
、
参
加
者
の
中
か
ら
は
さ
ら
に
社

員
の
年
収
引
き
下
げ
や
社
会
保
険
料
負

担
の
引
き
下
げ
な
ど
を
訴
え
る
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、「
事
故
補
償
や
バ
ッ
ク
エ
ン

ド
費
用
な
ど
を
考
え
る
と
原
発
の
コ
ス

ト
の
方
が
高
い
」
「
道
の
条
例
は
『
原

子
力
は
過
渡
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
と
い
っ

て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転

換
す
べ
き
」
「
原
発
が
止
ま
る
な
ら
料

金
値
上
げ
は
仕
方
な
い
と
思
え
る
が
…
」

な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

　
最
後
に
消
費
者
庁
の
阿
南
久
長
官
は

「
皆
さ
ん
の
意
見
を
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
に
反
映
さ
せ
た
い
。
道
条
例
に
対
し

て
北
電
は
ど
の
よ
う
に
従
っ
て
経
営
を

す
る
の
か
、
説
明
を
聞
き
た
い
」
と
し

ま
し
た
。
 

　
今
後
、
値
上
げ
幅
は
経
産
省
と
消
費

者
庁
が
協
議
を
し
た
後
、
経
産
省
が
認

可
し
ま
す
。
 

北
電
料
金
値
上
げ
で
意
見
交
換
会
 

も
っ
と
合
理
化
を
！
 

製
品
安
全
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
 

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

リ
コ
ー
ル
情
報
察
知
し
て
 

リ
コ
ー
ル
情
報
察
知
し
て
 

札
幌
で
地
方
消
費
者
委
員
会
 

　
こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
や
ガ
ス
湯
沸
か
し
器
な
ど
に
よ
る
相
次
ぐ
死
亡
事
故
を
き
っ

か
け
に
、
消
費
者
庁
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
４
年
。
事
故
情
報
や
リ
コ

ー
ル
情
報
は
迅
速
に
、
確
実
に
消
費
者
の
元
へ
届
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
５
月
２５

日
、
札
幌
市
内
で
「
製
品
安
全
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
な
る
「
第
８
回
地
方
消
費
者
委
員
会
」（
内
閣
府
消
費
者
委
員

会
、
一
般
社
団
法
人
北
海
道
消
費
者
協
会
な
ど
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。
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街
角
で
消
費
者
被
害
防
止
訴
え
 

報
を
出
し
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
て
い

る
」
と
し
な
が
ら
も
「
リ
コ
ー
ル
製
品
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
い
る
消

費
者
が
多
い
。
自
分
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫

と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
現
状
も
指
摘
し

て
い
ま
す
。
消
費
者
庁
と
し
て
は
「
消
費

者
に
近
い
と
こ
ろ
に
い
る
流
通
業
者
か
ら

の
周
知
も
お
願
い
し
た
い
」
と
効
果
的
な

情
報
伝
達
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
 

　
最
後
に
河
上
氏
は
「
１
０
０
％
安
全
な

も
の
は
な
い
。
最
初
は
安
全
で
も
経
年
劣

化
す
る
の
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
大
事
。

不
幸
に
し
て
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
皆

で
情
報
を
共
有
し
て
い
き
た
い
」
と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。
 

　
平
成
２５
年
度
消
費
者
支
援
功
労
者
表
彰

と
し
て
、
釧
路
消
費
者
協
会
に
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ベ

ス
ト
消
費
者
サ
ポ
ー
タ
ー
章
に
は
、
深
川

消
費
者
協
会
、
美
幌
消
費
者
協
会
、（
一
社
）

帯
広
消
費
者
協
会
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま

し
た
。
 

　
釧
路
協
会
は
、
市
民
の
関
心
の
低
か
っ

た
「
釧
路
の
農
業
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
、
産
地
訪
問
や
生
産
者
と
の
懇
談
会
、

産
地
直
売
店
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
を
通
し

て
農
業
を
応
援
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
小
中
学
生
に
対
し
て
出
前
講
座

を
行
い
、
消
費
者
教
育
を
推
進
す
る
な
ど

の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
５
月
は
国
が
定
め
た
「
消
費
者
月
間
」

で
し
た
。
消
費
者
庁
は
「
学
ぶ
こ
と
か
ら

は
じ
め
よ
う
〜
自
立
し
た
消
費
者
に
向
け

て
〜
」
を
全
国
統
一
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ

ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
や
（
一
社
）
北
海

道
消
費
者
協
会
な
ど
も
札
幌
市
内
で
イ
ベ

ン
ト
を
開
き
、
悪
質
商
法
の
被
害
防
止
を

訴
え
た
り
、
食
品
の
知
識
を
深
め
る
た
め

の
簡
易
実
験
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
道

内
各
地
の
消
費
者
協
会
も
街
頭
啓
発
を
行

う
な
ど
、
地
域
住
民
へ
注
意
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。
 

釧
路
協
会
が
 

　
　
特
命
大
臣
表
彰
 

街
角
で
消
費
者
被
害
防
止
訴
え
 

総
理
大
臣
官
邸
で
表
彰
状
を
受
け
取
る
釧
路
協
 

会
の
畠
山
京
子
会
長
 

５月30日の「消費者の日」に、札幌駅前通地
下歩行空間で、食品などの簡易実験（写真①）
を行ったほか、ポケットティッシュやリーフレット
などを配布（写真②）。悪質商法や製品事故
の注意を呼びかけた道庁ロビーでの消費生活
パネル展（５月９、10日、写真③） 

② ② 

③ ③ 

① ① 
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道
は
牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
対
策

と
し
て
、
肉
用
に
出
荷
さ
れ
る
牛
の
全
頭

検
査
を
自
主
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

厚
生
労
働
省
か
ら
、
７
月
以
降
検
査
は
月

齢
４８
カ
月
齢
超
の
牛
に
限
定
し
、
全
頭
検

査
を
廃
止
す
る
よ
う
通
知
が
あ
っ
た
た
め

廃
止
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

　
厚
労
省
に
よ
る
と
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
と
し
て

は
、
感
染
源
と
い
わ
れ
て
い
る
肉
骨
粉
を

え
さ
と
し
て
与
え
ず
、
脳
な
ど
の
特
定
危

険
部
位
を
取
り
除
き
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
で
感

染
牛
が
見
つ
か
れ
ば
処
分
す
る
、
と
い
う

３
項
目
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
と
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
若
い
牛
は
人
へ
の
感
染
の

確
率
が
低
い
と
し
て
、
検
査
対
象
の
月
齢

を
４８
カ
月
齢
超
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
 

　
道
知
事
の
付
属
機
関
で
あ
る
「
北
海
道

食
の
安
全
・
安
心
委
員
会
」
は
４
月
に
「
全

頭
検
査
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と

の
提
言
を
ま
と
め
た
こ
と
か
ら
も
、
廃
止

に
踏
み
切
る
方
針
で
す
。
 

　
こ
れ
に
対
し
て
消
費
者
団
体
な
ど
か
ら

は
「
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
明
ら
か
で
な
い

非
定
型
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
心
配
が
あ
る
う
ち
は
、

全
頭
検
査
を
実
施
す
べ
き
だ
」
と
い
う
声

が
あ
り
ま
す
。
 

　
国
が
基
準
緩
和
を
急
ぐ
理
由
と
し
て
、

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交

渉
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
、
日
本
の
厳

し
い
食
品
関
連
の
安
全
基
準
の
緩
和
を
加

盟
国
か
ら
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
検
査
対
象

牛
の
月
齢
引
き
上
げ
の
動
き
も
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
後
の
成
り
行
き
を
注
視
し

ま
し
ょ
う
。
 

BSE対策見直し 
全頭検査は 
　　 廃止方針 

今
夏
も
節
電
！
 

　
経
済
産
業
省
は
今
夏
も
節
電
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。
北
海
道
電
力
管
内
で
も
安
定
供
給
は
可
能

で
す
が
、
大
規
模
な
電
源
脱
落
等
に
よ
り
電
力
需

給
が
ひ
っ
迫
す
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
数
値
目
標
は
設
け
な
い
も
の
の
、
７
月

１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
（
８
月
１３
〜
１５
日
を
除

く
）
の
平
日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、

無
理
の
な
い
範
囲
内
で
の
節
電
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
 

 
　　～消費者教育啓発キャンペーン～ 
　道は、今秋実施予定の「『知ってる』チカラがみんなを守る！ 

消費者教育啓発キャンペーン」をＰＲするキャラクターと愛称

を募集しています。 

　同キャンペーンは、悪質商法などによる消費者被害の未然防

止や消費者市民社会の浸透を目指すなど、消費者参加型の消費

者教育の普及啓発を目的として全道各地で実施するものです。 

　応募資格は、北海道在住の消費者（プロの方はご遠慮ください）。

キャラクターはＡ４判白色用紙（縦長に使用）にカラーで作成（デー

タで制作したものは出力）し、愛称を明記してください。応募

用紙（なければＡ４判白色用紙）に住所、氏名（ふりがな）、電

話番号、年齢、性別、職業（学校名）、キャラクターの特徴（プ

ロフィールなど）を明記してください。一人複数応募可。７月３１

日必着。優秀作品賞２点には賞金として各５万円を贈呈します。 

　あて先は〒０６０-０００３札幌市中央区北３西７　道庁別館西棟２

階　（一社）北海道消費者協会　教育啓発グループ「消費者教育

啓発キャンペーン事務局」。直接持参も可。詳しくは、道協会の

ホームページをご参照ください。http://www.syouhisya.or.jp 

　問い合わせは、0０１１・２２１・４２１７。 
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ス
マ
ホ
は
高
機
能
携
帯
電
話
と
い
う
よ

り
も
、
電
話
機
能
の
つ
い
た
超
小
型
パ
ソ

コ
ン
で
す
。
従
来
の
携
帯
電
話
と
は
違
い
、

日
常
生
活
や
趣
味
、
ビ
ジ
ネ
ス
用
な
ど
多

種
多
様
な
ア
プ
リ
を
利
用
者
が
目
的
に
合

わ
せ
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
、
利
便
性

の
高
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
直
接
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
の
で
、
ウ
イ
ル

ス
感
染
な
ど
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
の
導
入
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
子
供
が
使
う
場
合
に
は
、
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
機
能
制
限
を
活
用
し
、

保
護
者
が
常
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
ス
マ
ホ
に
は
個
人
情
報
が
満
載
で
す
。

日
ご
ろ
よ
り
画
面
に
ロ
ッ
ク
を
か
け
る
な

ど
、
盗
難
や
紛
失
対
策
も
忘
れ
ず
に
し

ま
し
ょ
う
。
 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
万
全
に
 

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
、
ス

マ
ホ
）
で
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
し
、「
１８
歳
以
上
で
す
か
」
と
聞

か
れ
た
の
で
、「
は
い
」
の
ボ
タ
ン
を
押

し
た
ら
「
入
会
金
９
万
円
を
振
り
込
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
画
面
に
表
示
さ
れ
た
。
入

会
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
「
退
会
す
る
」

の
ボ
タ
ン
を
押
し
た
ら
メ
ー
ル
が
届
き
、

「
入
会
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
退
会
で
き

な
い
」
と
あ
っ
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４０
代
　
男
性
）
 

　
契
約
の
成
立
に
は
「
申
し
込
み

と
そ
れ
に
対
す
る
承
諾
」
が
必
要

で
す
。
相
談
者
に
、
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
た
と
き
の
状
況
を
聞
く
と
、
有
料
で
あ

る
と
い
う
案
内
や
規
約
の
表
示
は
な
か
っ

た
と
の
こ
と
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
「
有

料
サ
イ
ト
の
利
用
を
申
し
込
む
」
と
い
う

意
思
表
示
を
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
事

業
者
が
一
方
的
に
請
求
し
て
き
て
い
る
だ

け
で
あ
り
、
契
約
が
成
立
し
て
い
る
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
業
者
が
契
約
は

成
立
し
て
い
る
と
主
張
し
て
も
、
契
約
内

容
を
確
認
す
る
画
面
が
な
か
っ
た
場
合
は
、

電
子
消
費
者
契
約
法
に
よ
り
、
契
約
の
無

効
を
主
張
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
相
談
者
に
は
以
上
の
こ
と
を
説
明
し
、

支
払
う
必
要
は
な
い
の
で
無
視
し
て
し
ば

ら
く
様
子
を
見
る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。
 

　
ス
マ
ホ
は
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
広
が
っ
て

お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
が
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
一
般
サ
イ
ト
で
見
つ
け
た
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
（
以
下
、
ア
プ
リ
）
で
は

な
く
、
い
わ
ゆ
る
公
式
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら

無
料
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
突
然
、
料
金
を
請
求
さ
れ

た
り
、
無
視
し
て
い
る
と
事
業
者
か
ら
振

り
込
み
を
指
示
す
る
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
り
す
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
中
に
は
個
人
情
報
を
抜
き
取
る

ア
プ
リ
が
あ
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

　
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
指
示
す
る

画
面
で
は
、
そ
の
ア
プ
リ
が
ど
の
よ
う
な

情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
か
を
示
す
「
ア
ク

セ
ス
許
可
」
の
画
面
を
十
分
確
認
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
電
話
番
号
や
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
許
可
を
求
め
る
な

ど
、
疑
問
に
思
う
場
合
は
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。
ト
ラ
ブ
ル
に
遭

わ
な
い
た
め
に
は
、
安
易
に
ア
プ
リ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な
い
こ
と
で
す
。
 

　
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
無
視
し
、
不

安
に
思
う
場
合
は
あ
わ
て
て
事
業
者
へ
連

絡
を
取
る
の
で
は
な
く
、
最
寄
り
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
 

Ａ 

入会金 
払って…… 
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皮膚への刺激にご注意 
～首下げ型の除菌用品の安全性～ 

　首から下げるタイプの除菌用品で、次亜塩
素酸ナトリウムを含むとの表示がある「ウイ
ルスプロテクター」という商品により、化学
熱傷を起こす事故が発生していることから（事
業者が自主回収）、独立行政法人国民生活セ
ンターは、同様の首から下げるタイプで、二
酸化塩素等による除菌効果をうたった商品に
ついても安全性をテストしました。 
 

テスト品目 

・首から下げるタイプの除菌用品6銘柄 
・参考品として、「ウイルスプロテクター」 
 （自主回収品と自主回収前の交換品） 
 

テスト結果 
○皮膚への刺激性 
　動物の皮膚を用いた試験では、二酸化塩素
による除菌をうたった6銘柄中3銘柄（№2、5、
6）と参考品Bは、紅斑や脱毛、痂皮（かさぶ
た）等の皮膚症状が見られ、「中程度の刺激
性」と評価されました。参考品Aは、壊死、
脱毛、潰瘍等が見られ、「強い刺激性」と評
価されました。さらに刺激反応が見られた銘
柄について観察を継続したところ、検体を除
去した14日後でも、№2、5と参考品A、Bは、
組織として再生しない皮膚症状が残っており、
皮膚腐食性があると評価されました。 
○放散速度の経時変化 
　塩素系物質の１時間当たりの放散量につい
て、使用開始から２週間後までの推移を調べ
たところ、皮膚への刺激性が強かった銘柄ほ
ど、塩素系物質の放散速度も大きい傾向が見
られました。 
○放散成分による水分ｐH変化 

　放散された成分が水分に溶け込むと酸性に
なる銘柄があり、放散速度の大きいものほど

酸性が強くなりました。 
○放散成分による繊維製品の退色 
　放散速度の大きい銘柄で、繊維製品の退色
が見られました。 
 

表　示 
　安全性に関する表示では、化学やけど等の
皮膚障害に関連すると考えられる注意事項は
「ウイルスプロテクター」の代替品（№6）
以外の銘柄にはありませんでした。また、『人
体に安心』等とうたった銘柄があり、消費者
が商品の安全性を過信するおそれがありまし
た。 
　有効性に関する表示の中に、１銘柄（№5）
で「インフルエンザ対策としても大活躍」と
いう、薬事法に抵触するおそれのある記述が
見られました。 
 

消費者へのアドバイス 
　首から下げるタイプの除菌用品の中には、
放散口が身体側にあったり、肌に密着したり
すると、化学やけど等のおそれのあるものが
ありました。また、放散成分は水分に吸収さ
れて酸性を示し、皮膚への刺激となることが
考えられました。肌に密接するような使用や、
汗をかくような状況での使用は避けましょう。
特に、乳幼児や高齢者の使用は避けた方がよ
いと考えられました。 
　なお、回収となった「ウイルスプロテクタ
ー」は、「強い刺激性」と評価されたので、
絶対に使用しないでください。 
 

業界・事業者への要望 
・首から下げるタイプの除菌用品の中には、
使い方によっては化学やけど等のおそれのあ
るものがありました。消費者が安全かつ有効 

国セン 
テストより 

え　し 

かいよう 

か   ひ 
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に使えるよう商品の改
善を要望しました。 
・皮膚への刺激が確認
された銘柄でも、直接
肌に触れないように等
の注意表示のないもの
がありました。消費者
に十分に周知がなされ
るよう商品への注意表示を要望しました。 
・一部事業者のホームページに薬事法に抵触
するおそれのある記述が見られました。商品
について適正な表示や広告をするよう要望し
ました。 
　以上の３点について事業者等へ指導するよ
う、行政に対しても要望しました。 
 ◆詳細は国民生活センターのホームページ「商
品テスト」のコーナーをご覧ください。 

●テスト品 

① ① ② ② ③ ③ 

④ ④ 
⑤ ⑤ ⑥ ⑥ 

固形二酸化塩素 
 
亜塩素酸塩、ガス発生調整
剤、吸水性材料 
 亜塩素酸ナトリウム、焼成マ
グネシウムケイ酸塩 
 亜塩素酸ナトリウム、セピオ
ライト（焼成マグネシウムケ
イ酸塩） 
 
固形二酸化塩素 
 
亜塩素酸塩、ガス発生調整
剤  
 
次亜塩素酸ナトリウム（塩
素成分）、クエン酸、シュウ
酸、硫酸塩、吸水性材料 
 次亜塩素酸ナトリウム（塩
素成分）、二酸化塩素（亜
塩素酸塩）、クエン酸、シュ
ウ酸、硫酸塩、吸水性材料 

№ 銘柄名 販売または製造者名 成　　分 使用期間の 
目安 

内容量 
購入価格  
（税込み） 

参
考
品 

A 
 
 
 
B

1 
 
 
2 
 
 3 
 
 
4 
 
 
5 
 
 
6

空間ブロッカー  
（CL-40） 
ウイルスガード  
空間を除菌中 

クイックシールド  
エアーマスク 

ウイルオフバリア 

Space  
Washer 

ERA空気除菌 グッズ（ウイル 
スプロテクター代替品） 

ウイルスプロテクター 
（自主回収品） 

ウイルスプロテクターⅡ 
（自主回収前の交換品） 

エンブロイ株式会社 

製造販売元：株式会社 
ティエムシィ 

発売元：株式会社中京 
医薬品 

販売元：大木製薬株式 
会社 

株式会社ザッピィ 

発売元：ERA Japan 
株式会社 

発売元：株式会社ダイ 
トクコーポレーション 

発売元：株式会社ダイ 
トクコーポレーション 

開封済１ヶ月 
 
約30日前後 
 

約60日間 
 

開封後  
約30日間 
 
開封後１ヶ月 
 
開封後  
約40日間 
 
開封後  
約30日間 
 

開封後  
約40日間 

記載なし 
 
 

記載なし 
 
 

パウダー5g 
 
 
5g 
 
 
7g 
 

記載なし 
 

記載なし 
 
 
 

記載なし 

766円 

900円 

1,280円 

780円 

780円 

409円 

176円 

 

－ 
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北
海
道
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

札
幌
市
中
央
区
北
３
西
７ 

　
　
　
　
　
　
北
海
道
庁
別
館
西
棟 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０１１
・
２
２
１
・
０
１
１
０ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０１１
・
２
２
１
・
４
２
１
０ 

相
談
専
用
電
話
　
０５０
・
７
５
０
５
・
０
９
９
９ 

 

　
当
セ
ン
タ
ー
は
（
一
社
）
北
海
道
 

消
費
者
協
会
が
指
定
管
理
者
と
し
 

て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

ホームページのご案内 
　当センターのホームページでは、悪質商法の最新事
例や商品事故情報、商品テストの結果などを紹介して
います。ご活用ください。 
http://www.do-syouhi-c.jp/

本
紙
の
記
事
を
転
載
す
る
場
合
は
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

見
学
し
ま
せ
ん
か
 

　
当
セ
ン
タ
ー
に
は
食
品
の
成
分
や
商
品

の
性
能
な
ど
を
調
べ
る
商
品
テ
ス
ト
室
や
、

そ
の
結
果
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
展

示
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
随
時
、
見
学
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
見
学
の
ほ
か
に
も
消
費
生
活
講
座
や
衣
・

食
の
簡
易
実
験
な
ど
に
も
対
応
で
き
ま
す
。

学
校
や
福
祉
団
体
、
町
内
会
な
ど
の
研
修

に
お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
利
用
は

無
料
で
、
団
体
の
場
合
は
予
約
が
必
要
で

す
。
講
座
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
相
談
に

応
じ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
消
費
生
活
に
か
か
わ
る
D
V
D

上
映
や
展
示
、
テ
ス
ト
室
見
学
か
ら
な
る

フ
リ
ー
見
学
会
（
申
し
込
み
不
要
）
も
５

月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
、
月
１
回
開
催
し

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら
、

日
程
と
上
映
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
次
の
通
り
で
す
。
 

　
７
月
３
日
（
水
）、「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

水
」
、
８
月
１４
日
（
水
）
「
く
ら
し
の
中

の
身
近
な
製
品
事
故
」
（
小
学
校
高
学
年

向
け
）。
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
教

育
啓
発
グ
ル
ー
プ
ま
で
。
 

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
一
般
消
費
者
を
対
象

に
消
費
生
活
に
か
か
わ
る
話
題
を
取
り
上

げ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
毎

月
１
回
、
１２
月
ま
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

無
料
。
８
月
は
親
（
ま

た
は
保
護
者
）
と
子

供
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
は
教
育

啓
発
グ
ル
ー
プ
へ
。
 

▽
７
月
１０
日
（
水
）

午
後
６
時
〜
「
く
ら

し
に
潜
む
事
故
〜
製

品
事
故
の
事
例
か
ら

〜
」
独
立
行
政
法
人

製
品
評
価
技
術
基
盤

機
構
▽
８
月
７
日
（
水
）
午
後
１
時
〜

「
え
っ
！
本
当
？
　
お
や
つ
の
甘
さ
と
色

の
ひ
み
つ
〜
夏
休
み
親
子
実
験
〜
」
当
セ

ン
タ
ー
職
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
今
年
も
当
セ
ン
タ
ー
は
７
月
１９
日（
金
）

の
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
（
実
行
委
員
会
主

催
）
に
参
加
し
、
商
品
テ
ス
ト
室
を
特
別

開
放
し
ま
す
。
 

　
実
際
に
紫
外
線
鑑
別
器
や
軟
Ｘ
線
機
器

（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）、
蛍
光
Ｘ
線
機
器
な
ど

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
清
涼
飲

料
水
の
簡
易
実
験
や
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

を
作
っ
た
り
、
放
射
線
を
目
で
見
た
り
す

る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
時
間
は
午
後
５
時
半

か
ら
９
時
ま
で
、
無
料
。
 

　
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
と
は
、
夜
間
に
公

共
、
民
間
の
施
設
を
一
般
に
公
開
し
、
地

域
の
文
化
を
楽
し
む
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
札
幌
市
内
で
は
百
カ
所
を
超
え
る
施

設
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。
開
催
時
間
や

入
場
料
に
つ
い
て
は
、
各
施
設
に
よ
り
異

な
る
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
 

テ
ス
ト
室
を
開
放
し
ま
す
！
 

7
/
19
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
 

テスト室を訪れた子供たち（昨年７月） 

昨年の親子実験の様子 


